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 （続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
日本中世の都市史研究ではかつて、ヨーロッパ史における、封建領主に対抗する拠
点としての「自由都市」論に触発され、都市の自治や自由に着目し、その特権を保障
する法や制度の存在に焦点をあてようとする動向が見られた。しかしその十分な成果
が得られないうち、ヨーロッパ史自体において自由都市論の見直しが進み、都市研究
の視点が広げられる一方で、焦点が見失われ拡散する傾向が現れていた。本論文は、
西欧やイスラム圏を含む近年の都市史研究の諸成果を幅広く吸収し、視点を再構築し
たうえで、都市を都市たらしめるものとして法制度は不可欠の要素であるという観点
から、あらためて中世都市の法研究に取り組んだものである。しかも新興都市の動向
に目を奪われがちであった従来の研究では、かえって研究上の死角となっていた、京
都・奈良など畿内首都圏の都市を主たる対象として選び、従来の研究の欠落を埋めよ
うとした。 
 本論文はとくに新たな分析手法として、近年の社会史で盛んな、紛争研究の方法論
に学び、主として商業・流通に関わる法的紛争を素材に、当事者間の交渉過程を微細
にたどりながら、各紛争がどのように解決されていくかを追求した。さらに都市にお
ける「怪異」をめぐる情報の発生と収拾の過程という、奇抜ながらも、中世都市の秩
序意識を浮き彫りにする主題に関する一連の分析も加え、課題への立体的な取り組み
を行った。 
 このように本論文は、きわめて意欲的な試みであるが、結論としては、目標に掲げ
られた中世の都市をめぐる「法秩序」の具体像はついに明確にはならず、研究目的の
十分な達成には至らなかったと評価せざるを得ない。しかしこの研究が何らの成果も
なき失敗であったと評価することもまた不当であろう。第一に、従来の法史学が見落
としてきた多くの歴史的事象の細部に切り込み、法史学研究の視野を格段に拡張し豊
富なものとしたこと、第二に、制定法や裁定・判決結果などの静態的な観察・分析に
終始しがちであった従来の法史学研究の手法に対し、紛争当事者の行動に焦点をあて
た動的な紛争研究の手法を展開してみせたことは、今後の研究において、果敢な試み
を行った先駆的業績として尊重されることになるであろう。 
以上の理由により、本論文は博士（法学）の学位を授与するに相応しい優れた研究
であると認められる。 
また、平成28年9月27日に調査委員3名が論文内容とそれに関連した試問を行った結
果、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
